
 

 

 
 

 

 

三重労働局長 石田 聡 

全国安全週間は、労働災害防止活動の推進を図り、安全に対する意識と職場の安全活動の

一層の向上に取り組む週間で、産業界での自主的な活動の推進と、職場での安全に対する意

識を高め、安全を維持する活動の定着を目的とし、昭和3年に実施されて以来、「人命尊重」

という基本理念の下、一度も中断することなく続けられ、本年で第9７回を迎えます。 

この間、事業場では労使が協調して労働災害防止対策を展開し、労働災害は長期的に減少

してきましたが、令和5年の三重県内における労働災害による死亡者数は、対前年比で２人

増加して 11 人となり、休業 4 日以上の死傷者数においては、対前年比で 24 人増加して

2,341人で、対前年比３年連続で増加しています。 

近年は、就業人口が高齢化し、高年齢労働者の労働災害や、転倒や腰痛などの労働者の作

業行動に起因する死傷災害が多くを占め、死亡災害については、墜落・転落などによるもの

が依然として後を絶ちません。 

このような状況の下、労働災害を減少させ、労働者が安全で安心して働くことができる職

場環境を築くためには、昨年度からスタートした「三重労働局第 14 次労働災害防止計画」

（令和５年度～令和9年度）に基づき、労使双方が労働災害防止のための基本ルールを徹底

し、一丸となった取り組みが求められるところです。 

これらの状況を踏まえ、今年度は、 
 

 危険に気付くあなたの目 そして摘み取る危険の芽 みんなで築く職場の安全 
 

のスローガンの下、実施します。 

 皆様方におかれましては、全国安全週間を契機とし、職場における労働災害防止活動の

重要性を再確認し、積極的な安全活動に取り組みましょう。 

 

三重労働局では、死亡災害の撲滅と死傷災害2,000人未満を目指して、「死亡災害ゼロ・

アンダー2,000みえ推進運動」を展開していますので、引き続き本推進運動へのご協力と

更なる実践をお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

三重労働局・労働基準監督署 

令和６年度 全国安全週間  

○ 期  間：令和６年７月１日（月）から７月７日（日）まで 

○ 準備期間：令和６年６月１日（土）から６月３０日（日）まで 

○ 主 唱 者：厚生労働省、中央労働災害防止協会 

○ 実 施 者：各事業場 
 
                      

 検索  全国安全週間 実施要綱 

 



 

 

〇 労働災害発生状況の推移  

 
 
〇 令和５年 死亡災害事例  
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発生
月 

業 種 
被災者 事故

の型 
災害発生状況 

職種 年齢(代) 

1 月 教育研究業 作業者 40 代 
墜落・

転落 

被災者は、事務所３階の窓ふき作業を行っていたところ、地面に墜

落した。 

1 月 卸売業 作業者 20 代 
はさま

れ・巻き

込まれ 

被災者は、コンベアの異常を点検していたところ、当該コンベアに

巻き込まれた。 

1 月 
その他建

築工事業 
運転手 70 代 

交通

事故 

被災者は、軽トラックを運転中、交差点において西進右折したところ、

南進の中型トラックと衝突した。 

1 月 
道路貨物

運送業 
運転手 50 代 

交通

事故 

被災者が運転するダンプトラックが道路脇にある街灯に激突し横

転した。 

1 月 
食料品製

造業 
作業者 60 代 

墜落・

転落 

被災者は、工場内中２階の物置部分の作業床端部付近で作業を行って

いたところ、床面に墜落した。 

2 月 林 業 作業者 50 代 
飛来・

落下 

被災者は、山林内で伐倒木の枝払いを行っていたところ、斜面上

方から滑り落ちてきた伐倒木に激突された。 

3 月 農 業 作業者 60 代 
飛来・

落下 

被災者は、法面の下で草刈り作業を行っていたところ、他の作業者

が法面で玉切を行った木材が転がり落ち、その木材に激突された。 

5 月 警備業 警備員 60 代 
墜落・

転落 

被災者は、橋梁上の定期巡視を行っていたところ、急性心筋梗塞

を発症し、当該橋梁（高さ約 20ｍ）から墜落した。 

6 月 
その他建

築工事業 
運転手 50 代 

交通

事故 

被災者は、トラックを運転し高速道路を走行中、ハンドル操作を誤

って道路脇の法面に乗り上げ、トラックが横転し被災した。 

12 月 
道路貨物

運送業 
作業者 70 代 

崩壊・

倒壊 

被災者は、工事用コンクリート製品を仮置きし、養生シートをかけ、

風で飛ばないようテープ貼りの作業中、当該製品が倒れてきてその

下敷きになった。 

12 月 
その他の
金属製品
製造業 

作業者 20 代 
飛来・

落下 

クレーンを用いて鋼板コイルの積み上げ作業を行っていたところ、

鋼板コイルが落下し、他の作業者に激突し被災した。 

過去最少値 

（単位：人、出資：労働者死傷病報告 ＊新型コロナウイルス感染症を除く） 

ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン 
５月１日～９月 30 日 （7 月は重点取組期間） 

熱中症予防対策に取り組みましょう。  

過去 

最少値 

３年連続増加 

出資：死亡災害報告 

墜落災害防止強調月間  （夏季） 
７月１日～７月 31 日 

 墜落によるリスクの低減を図りましょう。  
  

 

三重労働局・労働基準監督署 


